
 

令和４年 10月１日から令和５年９月 30日までの東成区区政会議の運営状況 
 
 

区政会議の委員の定数の基準及び会議録等の公表等に関する規則第５条第１項第１号から第６

号について、次のとおり公表します。 

 

（１）第１号  

対象期間において委員であった者の氏名及び委員であった期間 

 

東成区区政会議員名簿（敬称略・50音順） 

氏 名 選定事由等 所属部会名 委員の期間 

石川 ヤヱ子 中本地域活動協議会 推薦 保健福祉 
令和４年 10月１日から 

令和５年９月 30日まで 

岩崎 忠美 
東中本まちづくり活動協議会 

推薦 
保健福祉 

令和４年 10月１日から 

令和５年９月 30日まで 

内山 千夏 宝栄地域活動協議会 推薦 子ども・教育 
令和４年 10月１日から 

令和５年９月 30日まで 

大西 田鶴子 
東成区民生委員児童委員協議会 

推薦 
保健福祉 

令和４年 10月１日から 

令和５年９月 30日まで 

大西 康久 
深江まちづくり活動協議会  

推薦 
にぎわい・きずな 

令和４年 10月１日から 

令和５年９月 30日まで 

大野 弥生 片江地域活動協議会 推薦 子ども・教育 
令和４年 10月 13日から 

令和５年９月 30日まで 

大林 あい子 中道地域活動協議会 推薦 保健福祉 
令和４年 10月１日から 

令和５年９月 30日まで 

岡本 光右 東成区商店街連盟連合会 推薦 にぎわい・きずな 
令和４年 10月１日から 

令和５年９月 30日まで 

家門 昇次 東成区老人クラブ連合会 推薦 保健福祉 
令和４年 10月１日から 

令和５年９月 30日まで 

川那辺 裕司 北中道地域協議会 推薦 にぎわい・きずな 
令和４年 10月１日から 

令和５年９月 30日まで 

北岸 佳子 
東成区地域女性団体協議会  

推薦 
にぎわい・きずな 

令和４年 10月１日から 

令和５年９月 30日まで 

小泉 いと子 
深江まちづくり活動協議会  

推薦 
保健福祉 

令和４年 10月１日から 

令和５年９月 30日まで 

小山 積 神路地域活動協議会 推薦 保健福祉 
令和４年 10月１日から 

令和５年９月 30日まで 

澤江 久男 中本地域活動協議会 推薦 にぎわい・きずな 
令和４年 10月１日から 

令和５年９月 30日まで 

四方 徹 宝栄地域活動協議会 推薦 子ども・教育 
令和４年 10月１日から 

令和５年９月 30日まで 



 

志知 国守 東成地区保護司会 推薦 子ども・教育 
令和４年 12月 12日から 

令和５年９月 30日まで 

清水 弘 
東成区社会福祉協議会  

推薦 
保健福祉 

令和４年 10月１日から 

令和５年９月 30日まで 

杉本 雅子 
東中本まちづくり活動協議会 

推薦 
にぎわい・きずな 

令和４年 10月１日から 

令和５年９月 30日まで 

須田 順子 東成区ＰＴＡ協議会 推薦 子ども・教育 
令和４年 10月１日から 

令和５年９月 30日まで 

田川 進 大成地域福祉連絡協議会 推薦 にぎわい・きずな 
令和４年 10月１日から 

令和５年９月 30日まで 

竹束 正彦 大成地域福祉連絡協議会 推薦 子ども・教育 
令和４年 10月１日から 

令和５年９月 30日まで 

谷生 嘉宏 東成区地域振興会 推薦 にぎわい・きずな 
令和４年 10月１日から 

令和５年９月 30日まで 

辻本 美知子 東小橋地域活動協議会 推薦 保健福祉 
令和４年 10月１日から 

令和５年９月 30日まで 

土田 里実 公募委員 子ども・教育 
令和４年 10月１日から 

令和５年９月 30日まで 

中井 康夫 東小橋地域活動協議会 推薦 にぎわい・きずな 
令和４年 10月１日から 

令和５年９月 30日まで 

中濱 登志 
東成区子供会育成連合協議会 

推薦 
子ども・教育 

令和４年 10月１日から 

令和５年９月 30日まで 

西村 盾彦 東成工業会 推薦 にぎわい・きずな 
令和４年 10月１日から 

令和５年９月 30日まで 

萩原 辰男 東成区医師会 推薦 保健福祉 
令和４年 10月１日から 

令和５年９月 30日まで 

橋本 輝枝 
東成区人権啓発推進協議会  

推薦 
子ども・教育 

令和４年 10月１日から 

令和５年９月 30日まで 

馬場 靖 東成防犯協会 推薦 にぎわい・きずな 
令和４年 10月１日から 

令和５年９月 30日まで 

東 寿美子 公募委員 保健福祉 
令和４年 10月１日から 

令和５年９月 30日まで 

平井 久美 北中道地域活動協議会 推薦 子ども・教育 
令和４年 10月１日から 

令和５年９月 30日まで 

船越 眞平 片江地域協議会 推薦 にぎわい・きずな 
令和４年 10月 13日から 

令和５年９月 30日まで 

三浦 秀章 公募委員 保健福祉 
令和４年 10月１日から 

令和５年９月 30日まで 

宮居 康夫 
今里まちづくり活動協議会  

推薦 
保健福祉 

令和４年 10月１日から 

令和５年９月 30日まで 



 

最上 季憲 中道地域活動協議会 推薦 にぎわい・きずな 
令和４年 10月１日から 

令和５年９月 30日まで 

森田 吉彦 公募委員 子ども・教育 
令和４年 10月１日から 

令和５年９月 30日まで 

山本 弥生 
今里まちづくり活動協議会  

推薦 
子ども・教育 

令和４年 10月１日から 

令和５年９月 30日まで 

若村 幸枝 東成母子会 推薦 保健福祉 
令和４年 10月１日から 

令和５年９月 30日まで 

 

（２）第２号、第３号 

区政会議の開催日の日時、場所及び委員に意見を求めた事項 

令和４年度第２回東成区区政会議開催概要 

開催日時 場所 委員に意見を求めた事項 
条例上の 

根拠規定 

令和５年１月 24日 

14時～15時 18分 

コミ協ひがしなり

区民センター２階

大ホール 

・令和５年度東成区運営方針（素案）

について 

条例第５条 

第１項 

 

令和５年度第１回東成区区政会議開催概要 

開催日時 場所 委員に意見を求めた事項 
条例上の 

根拠規定 

令和５年６月 14日 

14時～15時 9分 

コミ協ひがしなり

区民センター２階

大ホール 

・令和４年度東成区運営方針の振り

返り等について 

条例第５条 

第１項 

 

（３）第４号 

条例第９条第１項に基づき区長が講じた措置の内容 

令和４年度第２回東成区区政会議 

委員の意見 区長が講じた措置 

ＬＩＮＥ（ひがしなり防災）の登録者数を増

やす方策について、ホームページでの呼びかけ

や「二十歳の集い」で参加された方に直接呼び

かけるなどを行っていけばよいのではないか。 

ＬＩＮＥ（ひがしなり防災）の登録者数を増

やす方策については、２月 22 日から大阪市広

報板へ掲出している。 

また、新規登録者に対する特典については、

３月に試行実施する。 

今後もあらゆる手段を使って新規登録者数増

加を図っていく。 

防災の備蓄物資（飲料水や食糧等）について、 

・備蓄物資にどれぐらいの費用をかけているの

か。 

・備蓄倉庫に何日分備蓄されているか。 

・備蓄物資に要している費用について、令和４

年度予算では危機管理室が大阪市全体で２億

1848 万円（１区あたり 910 万円）、東成区役所

が 291万円となる。 



 

・区役所から各連合に物資を配付する場合に、

各連合に事前に相談をしていただけたら有効

的に予算を活用することができると思う。 

・100 年に１度の洪水でも備蓄物資が水に濡れ

ないようにしていくなどを考えられてもらい

たい。 

・大阪市では、南海トラフ巨大地震の想定避難

所避難者数である、約 53 万人に対する３日分

の物資を、拠点倉庫（市内６箇所）、区役所、

避難所に分散して備蓄している。 

そのうち、各避難所には最低 1日分の物資を

備蓄できるよう順次進めている。 

・備蓄物資に限らず、地域防災にかかる予算に

つきましては、今後予算構築前に東成区地域振

興会へお伺いする。 

・備蓄倉庫が 1階になっている避難所について

は、所在する連合町会長と協同で、施設管理者

へ働きかけていく。 

東成区ＳＤＧｓ宣言制度について、 

・東成区の企業がいかに活性化していき、いろ

んな情報を発信していくことを目指している。 

・団体内でＳＤＧｓ宣言制度の広報に協力して

いきたい 

東成区内で、より多くの企業・団体等にＳＤＧ

ｓ宣言をしていただき、宣言を通じて、さまざ

まな連携が促進されるような機会づくりに努

めていきたい。 

親子で読書を楽しむイベントを開催するなど、

子どもの読書活動をより推進してほしい。 

学校や学校図書館司書・地域図書館等と連携

しながら、引き続き、子どもたちの読書習慣定

着に向けた取組みを行っていきたい。 

平和という基盤があって、ふだんの生活や

様々な活動が保証されている。平和の大切さを

知ってもらうためにも、引き続き平和学習へ取

り組んでほしい。 

子どもたちが戦争の悲惨さを学び、平和の大

切さについて主体的に考えるきっかけとなる

よう、学校と連携しながら、効果的な平和学習

の取組みを継続していきたい。 

新型コロナウイルスの影響で、モノづくり教

育の取組みの一部が中断している。モノづくり

教育は、継続的に取り組んでいくことが必要で

あることから、取組みが継続できるように工夫

していく必要がある。 

継続した取組みが可能となるよう、開催時期

や規模の検討など、取組みの内容や手法等を工

夫していきたい。 

ひがしなり子育て安心ブックの配布につい

て 

・子育て家庭だけではなく、子育て家庭以外の

人々にも「子育て安心ブック」のことを知って

もらえれば、地域の活動の中で子育て中の親御

さんに「子育て安心ブック」のことを教えてあ

げることができ、地域で子育て家庭を見守るこ

とにもつながるので、いろんな年代の方にも知

ってもらう必要があるのではないか。 

・区役所ホームページに電子版が掲載されて

いるとのことであるが、認知度が低いため積極

的に広報する必要がある 

東成だよりにて、Web 版を含む「ひがしなり

安心ブック」の周知を行っていく。 



 

子育てしやすいまちづくりについて 

・小さなイベントでいいので、親子と地域がつ

ながる機会を増やし、地域で子どもたちを見守

る、子育てしやすいまちをつくることが望まれ

る。 

・親子で読書に親しむイベントの実施も希望す

る。 

引き続き、創意工夫をこらし、イベント実施

について取り組んでいく。 

親子で読書に親しむイベントについても、地

域の関係機関・支援者と連携し取り組んでい

く。 

地域において人と人が交流することは、とて

も大切なことだが、最近は、新型コロナウイル

ス感染拡大や、高齢で一人暮らしの人の増加な

どにより、直接、コミュニケ―ションを取る機

会が減ってしまい、近所の人でさえ、その方々

にどんな困りごとがあるのか、何を必要とされ

ているのかが分からなくなってきている。 

地域の身近な相談窓口である地域福祉活動

サポーターによる支援を、こうした見守り活動

などに広げていく取組みが重要になってくる

と思う。 

地域福祉活動の一つである、食事サービス事業

では、やり方を工夫することによって実質的に

見守りの機能を果たしている。 

高齢で一人暮らしの方や障がいのある方の

見守りを着実に進めていくために、どのように

すれば、地域の方の見守り活動等と連携しなが

ら、見守り相談室や地域福祉活動サポーターに

よる支援を広げていくことができるのかにつ

いて検討していく。 

障がいへの理解を深める取組みを継続して

いくことが大事である。 

地域では、障がいのある人に対しても分け隔

てなく接してくれていて感謝している。障がい

への理解を深める取組みの一つとして実施し

ている「みんなちがって みんないい」という

障がい理解講座がＹｏｕＴｕｂｅでアップさ

れている。 

障がいへの理解を深める取組を今後も継続

していく。 

百歳体操など、地域で行う活動への参加者が

広がる工夫が必要。百歳体操や地域で行われて

いる活動に参加し、人と話をすることは認知症

予防にも効果があるとされているが、参加者は

女性が多く男性の参加は少ない現状がある。 

百歳体操などの普及啓発を行いつつ、より魅

力的な地域活動の実施に向けて引き続き関係

機関と連携を進めていく。 

メンタルヘルスに関する啓発の取組みにつ

いて。健康づくりには、体の健康だけでなく、

心の健康も大切である。抱える悩みは、例えば、

差別やハラスメント、ＬＧＢＴやＤＶなど、人

により異なるが、「悩みを抱える方」が相談窓

口につながりやすい環境をつくることが大切。 

区の広報紙や掲示板、パンフレットなど様々

区の広報紙や掲示板はもとより、SNS やパン

フレットなど様々な方法を活用し、メンタルヘ

ルスに関する周知啓発を積極的に取り組んで

いく。 



 

な方法を活用し、メンタルヘルスに関する周知

啓発を積極的に取り組む必要がある。 

昨年 12 月の連長会議で配布した、区内の排

水ポンプについての資料を区政会議でも配布

してほしい。 

令和５年３月中に、区政会議委員へ情報提供

させていただく。 

いろんな部会から出た意見は、令和５年度の

区政の施策に反映されるのか。反映されるとい

うことになると、予算の一覧のどういう事業

に、これが該当するのか説明をお願いしたい。

せっかく我々がいい意見を言っても、「予算あ

らへんから、そんなもんできませんよ」と言わ

れたら、それで終わりなので。 

いただいたご意見については、「区政会議の

運営の基本となる事項に関する条例」にのっと

り、区政の施策検討の参考とさせていただく。 

前年に提案した区政委員の意見が、令和４年

度でどれだけの反映をしたのかどうか、３月末

の時点で１年間振り返って、これだけの意見を

こういうふうに反映した、あるいは、こういう

ことは反映できなかったと、いったような報告

をぜひお願いしたい。 

どのような形になるか分からないが、検討さ

せていただく。いただいたご意見というのは、

一覧にさせていただくので、それについての対

応と、今、ご意見いただいたように実質にでき

ることについては、「できる」とか、できない

ことについては、「このような理由でできない」

という形でお返しすることは可能だと考える。 

来年度どこかのタイミングで、全部振り返っ

た上で御提案いただいた内容が全てできるか

どうかはあるが、整理した上で、報告させてい

ただきたいと思う。 

 

令和５年度第１回東成区区政会議 

委員の意見 区長が講じた措置 

災害備蓄物資について、トイレや女性が必要

とするものなど、地域で必要と感じる物資が入

っていないため、物資を購入する前に、地域の

災害救助部長などの意見を聞いてもらいたい。 

今後、東成区役所にて購入予定の備蓄物資に

ついて、地域自主防災組織等と連携をするよう

検討していく。 

100 年に１度の浸水想定のハザードマップを

区民に周知してほしい。 

現在公表しているハザードマップは、想定し

得る最大浸水想定として 1000 年に一度の浸水

想定のハザードマップであり、これとは別に河

川管理者が作成している 100年から 200年に一

度の浸水想定のハザードマップについては区

民への啓発として使用しないよう危機管理室

から言われている。そのため、６月号広報誌の

防災特集では、建設局で公表している『平成２

６年度から令和４年度までの９年間で東成区

内において浸水した場所』を掲載することで、

浸水しやすい場所を示している。 



 

自転車の危険運転、自転車の逆走、急な飛び

出し、斜め横断、スマホながらの運転等が増加

している。 

自転車ヘルメットの着用が努力義務化され

たが、自転車の危険運転の取締りや啓発等につ

いても、地域とともにしっかりと取り組んでい

く必要がある。 

コロナ禍の３年間で自転車を利用する方も

増加しているほか、電動自転車の普及によるス

ピードアップなども起因して、自転車が関係す

る事故件数の増加や被害の重症化について認

識しており、自転車のマナーアップは重要な課

題と考えている。国が昨年改定した自転車安全

利用五原則、①車道が原則、左側を通行、歩道

は例外、歩行者を優先、②交差点では信号と一

時停止を守って安全確認、③夜間はライトを点

灯、④飲酒運転は禁止、⑤ヘルメットを着用、

を参考にこれまでの放置自転車対策などに加

えて、警察や関係機関と連携して啓発等にしっ

かり取り組んでいく。 

東成区には公園が少ない。地域と区役所、公

園事務所で連携して、みんなが愛せる公園を作

りたい。 

7月11日に開催された行政連絡調整会議にお

いて、真田山公園事務所長にもご意見を伝達

し、地域としっかりと連携して進めることを確

認した。 

学校と連携強化では、ヤングケアラー等の家

庭環境に応じた支援等の連携も認識して評価

してほしい。 

学校では児童の一人一人のスクリーニング

による課題に対し、区役所は福祉的な側面から

も支援している。そういう部分も含めて評価し

ていただいていると思うが、引き続き連携を強

化していきたい。 

電子書籍導入の対象ではない小学校４年生

以下には、紙の本を身近に感じる取組みをして

ほしい。電子書籍については、学校関係者へ区

役所から利用の働きかけを積極的に行い、利用

率向上に努めてほしい。 

引き続き学校司書等ともに連携し、電子書籍

の利用等、読書を身近に感じてもらえるように

啓発に取り組んでいきたい。 

昨年度実施したモノづくりイベントは、感染

症に配慮されて、非常に好評であった。今後と

も子どもたちにＳＤＧｓの取組みをしっかり

伝えていってほしい。 

今後も引き続き感染症対策を図りながら、小

中学生がモノづくり企業と触れ合う機会を提

供し、工場見学やモノづくりを体験することで

モノづくりへの興味や関心を喚起し、将来の進

路を考えるきっかけとしていきたい。また、２

４区万博を開催していく中で、ＳＤＧｓをテー

マとし、子供たちを対象とした大阪・関西万博

を盛り上げる取組みを実施していきたい。 

地域子育てサークルについて、新型コロナウ

イルスで休止していたが、４月以降は全地域で

再開している。しかしながら参加者が非常に少

ないため、積極的に広報に取り組んでほしい。 

ホームページや Facebook での周知に加え、

twitter も活用し、開催日に合わせて周知する

など、より効果が期待できるタイミングでの周

知を行っていく。また、地域の主任児童委員と

協議のうえ、身近な地域内での周知についても

検討していく。 



 

ＱＲコードなど２次元バーコードの活用や、

持ち歩きやすいサイズなどの、若い世代、子育

て世代の方が手に取りやすく見やすいチラシ

や冊子の作成が必要である。 

「ひがしなり子育て安心ブック」のように、

2 次元バーコードの活用や、持ち歩きしやすい

サイズでの作成など、見ていただきやすい広報

物の作成に努めていく。 

高齢の方や、とりわけ高齢で一人暮らしの

方、あるいは障がいのある方等の見守り活動は

重要で、地域福祉活動サポーターがいろんな取

組みをされているとのことであり、見守り活動

を支援したいが、声かけ等具体的に何をしたら

いいか分からないので、端的に学習でき、参加

できる仕組みづくりが必要と感じる。 

公民館で映画上映を定期的に開催したとこ

ろ、参加者がお互いに話をするいい機会となっ

ている。こんなふうに何でも相談できる窓口が

あればいいのではと感じている。 

地域福祉活動についてもっと周知・啓発する

ことが重要であるとともに、独居高齢者を地域

活動に参加してもらえるよう工夫していく必

要がある。地域の身近な相談窓口である地域福

祉活動サポーターによる支援を、さらに広げて

いく取組み、またやり方を工夫することによっ

て、実質的に見守りの機能を果たすことのでき

る仕組みづくりを強化することが必要。 

食べ物を捨てないように、エコクッキングや

フードロスを減らす取組みの紹介など、様々な

観点から食育を推進していくことが大切であ

り、ＳＤＧｓの推進にもつながる。 

引き続き、身近な場所での地域健康講座やイ

ベント開催時など様々な機会を活用し、食育の

推進、ＳＤＧｓの推進を図っていく。 

百歳体操への男性の参加率が低い。地域の活

動では男性にも興味が持ってもらえるよう映

画会などの取組も行っている。百歳体操におい

て、男性の参加が増えるような工夫が必要であ

る。 

百歳体操の各会場で、男性を含めた参加者増

加のための工夫点などを聞き取り、地域の方と

ともに検討していく。 

また百歳体操のみならず、男性が地域活動に

参加しやすいよう、地域福祉活動サポーターの

方々等と共に、アイデアを出し合い工夫を重ね

ていく。 

子育てネットワークの構築支援事業の中で、

情報発信の中に Facebook82 回、メールマガジ

ン 12回、Twitter18回とあるが、そういう中で

悩まれているお母さんの声などが拾えている

のかどうか。 

何か特徴的な悩みの具体的な事例等あれば。 

子育てのちょっとした気がかりでも気軽に

相談いただけるよう、わかりやすいパンフレッ

トの作成に努め、ＳＮＳなど様々な手法を活用

し、相談先の積極的周知に引き続き取組んでい

く。 

電子書籍を活用した子どもの読書活動推進

について。小学校 643人というのは、延べ人数

なのか登録が 643人ということなのか。東成区

の小学生、二千数百人のうち、登録者数が 643

人というのは、多いのか、少ないのか。 

電子書籍を実際に使われた利用人数、または

登録人数となる。小学五、六年生と中学生にＩ

Ｄを配布しており、使用割合は、小学生が約

54％、中学生が約 28％となる。 

小中学校の校長先生と情報共有しながら、学

校司書の方が集まる会議などで、電子書籍も含

め、子供たちの読書を勧めるよう、一生懸命連

携して勧めていきたいと思う。 



 

私らアナログ人間からすると、これからの子

供たちにはデジタルというのがどうしても必

要なので、できるだけ進めていっていただきた

い。 

子ども達の読書習慣定着に向け、今年度も引

き続き実施していく。 

スクールソーシャルワーカーの役割はかな

り増えてきていると思われるが、東成区では加

配されているのか。もし加配されてないのであ

れば、どうやって行政と学校をうまくつなげて

いく予定があるのか。予算をずっとつけていく

予定があるのか。 

引き続き、学校やスクールソーシャルワーカ

ーなど関係機関との連携のもと、課題を抱える

こどもやそのご家庭へ寄り添い、必要な支援に

つながるよう取組んでいく。 

学校を避難所として運営する際の運営マニ

ュアルは、具体的に言うと、初動、開設に当た

るもので、どういうときに避難所をまず１つ立

ち上げるかという内容のマニュアルなのか。実

際、有事の際にそのマニュアルがうまく機能す

るかどうかの検証までされているのか。 

こちらで挙げているマニュアルは、中学校の

マニュアルであり、複数の地域の方の御協力に

よって、避難所を開設するということを目的に

行っている。年に１回、実際訓練という形でそ

れぞれの担当の役員の方々等に動いていただ

き、実際に避難所の開設までしていただいてい

る。 

 

（４）第５号 

条例第 10 条第１項に基づく決議について、当該決議があった日及び当該決議の内容並びに当該

決議に対し区長が措置を講じた措置の内容もしくは進捗状況、今後措置を講じないこととした場

合はその理由、検討中の場合はその状況 

⇒ 該当する決議なし 

 

 

（５）第６号 

区長が区政会議の部会を開催した場合にあっては、部会の名称、開催日の日時、場所、出席した

委員の氏名、委員に意見を求めた事項 

  

令和４年度第２回東成区区政会議 子ども・教育部会開催概要 

開催日時 場所 出席した委員の氏名 委員に意見を求めた事項 

令和４年 12月 19日 

19時 00分～20時 43分 

東成区役所 

301会議室 

大野 弥生（部会長）、

竹束 正彦（副部会長）、

内山 千夏、志知 国守、 

須田 順子、土田 里実、

橋本 輝枝、平井 久美、

森田 吉彦、山本 弥生 

・令和５年度東成区運営方針

（素案）について 

 

 

 

 



 

令和４年度第２回東成区区政会議 にぎわい・きずな部会開催概要 

開催日時 場所 出席した委員の氏名 委員に意見を求めた事項 

令和４年 12月 20日 

19時 00分～19時 58分 

東成区役所 

301 会議室 

大西 康久（部会長）、

北岸 佳子（副部会長）、 

岡本 光右、 

川那辺 裕司、 

澤江 久男、杉本 雅子、

谷生 嘉宏、中井 康夫、

西村 盾彦、馬場 靖、 

船越 眞平、最上 季憲 

・令和５年度東成区運営方針

（素案）について 

 

令和４年度第２回東成区区政会議 保健福祉部会開催概要 

開催日時 場所 出席した委員の氏名 委員に意見を求めた事項 

令和４年 12月 21日 

19時 00分～19時 55分 

東成区役所 

301 会議室 

若村 幸枝（部会長）、 

小泉 いと子（副部会長）、

岩崎 忠美、小山 積、 

辻本 美知子、三浦 秀章、

宮居 康夫 

・令和５年度東成区運営 

方針（素案）について 

 

令和５年度第１回東成区区政会議 子ども・教育部会開催概要 

開催日時 場所 出席した委員の氏名 委員に意見を求めた事項 

令和５年５月 29日 

19時 00 分～20時 08分 

東成区役所 

301会議室  

大野 弥生（部会長）、

竹束 正彦（副部会長）、

内山 千夏、四方 徹、 

橋本 輝枝、森田 吉彦、

山本 弥生 

・令和４年度東成区運営方針

の振り返り等について 

 

令和５年度第１回東成区区政会議 にぎわい・きずな部会開催概要 

開催日時 場所 出席した委員の氏名 委員に意見を求めた事項 

令和５年５月 30日 

19時 00分～20時 12分 

 

東成区役所 

301 会議室 

大西 康久（部会長）、 

北岸 佳子（副部会長）、 

岡本 光右、川那辺 裕司、 

澤江 久男、杉本 雅子、 

谷生 嘉宏、西村 盾彦、 

馬場 靖、船越 眞平、 

最上 季憲 

・令和４年度東成区運営方

針の振り返り等について 

 

 

 

 

 



 

令和５年度第１回東成区区政会議 保健福祉部会開催概要 

開催日時 場所 出席した委員の氏名 委員に意見を求めた事項 

令和５年５月 31日 

19時 00分～20時 14分 

東成区役所 

301 会議室 

小泉 いと子（副部会長）、

岩崎 忠美、大西 田鶴子、

小山 積、東 寿美子、 

宮居 康夫 

・令和４年度東成区運営方

針の振り返り等について 

 


